
福岡空港の総合的な調査に係るＰＩ（ステップ３）における 

福岡空港調査ＰＩ有識者委員会の助言への対応について 

 

 

福岡空港の総合的な調査に係るＰＩ（ステップ３）でいただいた助言について、以下

のとおり対応することとしています。 

 

（ＰＩ（ステップ３）実施結果に対する助言） 

○ 周知広報については、その目的に応じてより効果が得られるような時期や媒体を検討す

ること     

○ ＰＩ手法については、継続的に実施してきた催しの改善や新たな試みにより市民相互の

コミュニケーションの実現など成果があったと認められるが、空港の利用特性を考慮し

つつ、市民等からより多くの意見を収集できるよう今後とも多様で適切なＰＩ手法の選

定に努めること 

○ 市民等からの意見については、過去のステップに比べ意見の収集状況が良好になってき

たことが認められるが、さらに多くの市民等から意見を収集できるよう努めること 

   また、市民等へのＰＩの浸透に努めるとともに、その状況を勘案しながらＰＩの実施を

すること 

○ 収集した意見のうちＰＩに反映したものについては、そのことが分かるよう情報提供を

行うこと 

また、寄せられたご意見に対する福岡空港調査連絡調整会議としての考え方を整理する

際は、市民等へ誤解を与えることがないよう配慮すること 

 

（対応） 

・ 周知広報の効果の一層の向上及びＰＩの浸透を図るため、ＰＩレポート配布の強化

やテレビＣＭの活用、時期の検討など、実施段階において工夫していきます。 

・ ＰＩ手法については、手法の特徴やステップ３までの実施効果なども踏まえ、効果

的な日時設定を行うなど、工夫していきます。 

・ ＰＩにかかわるレポートなど、市民に対し情報提供する場合は、わかりやすく、誤

解を与えないよう、対応に努めます。 

 

資料２


